
Or九条句会」は04年6月、井上ひさしや大江健三郎、澤地久枝ら9人の呼びかけで
「憲法9条を守る」という一点で、生まれだ会です。今や全国に7，507、福島県内
でも100以上の会が、無党派で、独自の、自由な、平和のための活動をしています。
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九条lさら穿ち
＜昭和天皇が昭和20年8月15日正午に行った終戦の「玉音放送」は＞

●「朕（ちん）深ク世界ノ大勢卜帝国ノ現状トニ鑑（かんが）ミ　非常
ノ措置ヲ以テ時局ヲ収拾セムト欲シ　蕊（ここ）ニ忠良ナル爾（なんじ）
臣民二告グ　朕ハ帝国政府ヲシテ　米英支蘇四国二対シ　其ノ共同宣

言ヲ受諜スル旨　通告セシメタリ‥・堪へ難キヲ堪へ忍ビ難キ
ヲ忍ビ　以テ万世ノ為二　太平ヲ開カムト欲ス‥・」
●15日正午、日本国民は何ことの放送かといぶかしみ、老
いも若きもラジオの前に立った。君が代の奏楽につついて
天皇の声（玉音・ぎょ＜おん・ぎょ＜いん）が電波に乗って流
れ始めた。すべての国民にとって、初めて耳にする「現人神
（あらひとがみ）」の声だった。（筑摩書房『一日一史』より）

『玉音盤は鱒戦派将校
たち1と発見されず、戯
送は8－即5日の正午

j軒

＼一、に∴斯事行われた。一現

在も束帯・港区の
NHK放送鰐物鰍こ保
管されている玉音盤。

一一q■七〉

推測脚醐随r／
■報告等薬の骨子

・「基盤的防衛力」の鱒念が有効でな
いと確帝

・非核三原如こ関して、一方的に米国
の手を縛ることは必ずしも賢明では

率い
・離島地域は、自衛隊の部隊配備を検
討する必要がある

・武器輸出三原則下の武器禁輸政策は
見直しが必要

・PKO参加5度軌は、修正を横樫的
に検討すべきだ

・（集団的自衛権について）柔軟に解
釈や制度を変える必要がある

▲7月27日r朝日新聞』よりコピー
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ヂ柑∫′，ガ血中　皇居．・厨β度あ労し打者　紺好　摩弓蓼亨鬼虔〃さ
これまで何度も原町に来ている松元さんは、ナントr醐会J会員です。3年前
の07年6月にも本会主催でソロライフを開催。「ザ・ニュースペーパー」を結成。平和
悪法を話題に政治家を風刺し、コミカルな独り語りのライフで、全国各地で活躍1
0チケットは、市役所地下売店・クリーニング北洋舎本店1京都産・おおうち書店で販売中！

できない状況になっています。

「年会費は00F虻して肛うでしさうか7J
■事務局よりの紙面を拝見させて頂きました。郵
便料金の面でも本当に頑張っておられる事に感謝
申し上げます。年間数回の会報の発行する組織で

ありながらも1年間の会費が1，000円で運営出来
る団体は、世界ギネスブックに載っても不思議で
もありません。その観点からも、次年度からは1，5
00円の会費にしてはどうでしょうか。役員会での
検討を、お願い致します。（匿名、原文のまま掲載）

＜事務局より＞むしろ会費無しにしたい！
事務局で相談しました。年会費はそのまま千円

でやっていきます。会費をいただく時、申し訳な
くドキドキして、思わず頭を下げてしまいます。

ヽ毎月のニュース送って頂壱有難うございます。
ご苦労様です。6月の封筒に印刷の“イラ菅’’を

皮肉った川柳はおもしろいです。ますます油断は

先日、ご近所の女性3人で赤城山へ行きました。
帰り道に国道17号線沿いに、大きな香坂を見つけ
ました。渋川市と前橋市の境界線ぐらいです。「憲
法九条は世界の宝」だったと患います。嬉しかっ
たです。………・（群馬県前橋市の匿名会員より）

■棚少女の身体を解剖するなんて…＿
昨日は広島原爆の日で、夜のNHK

スペシャルの封印された原爆報告書を
見て、被爆した少女の体が解剖された
り、とても悲惨でショックを受けまし
た。戦後一番早く、丸木夫妻の『原爆
の国』が東京で公開された時、私は見ております
し、その後長崎にも参りましたので、その時の驚
きも目に焼きついておりますが…。
私も、もし広島、長崎、沖縄などに暮らしてお

りましたら（勿論東京も空襲されましたが）、と考
えますと、15歳だった夏を人ごととは考えられ
ません。・‥（仙台市の会員・西牧敬子さんより。西牧
さんは、会報143号の原高校歌作詞者多田利男さんの
長女で、会報123号に戦争体験を寄せられています）

◆2010年の年会費千円の納入ありがとうご
ざいました。未納の方は各事務局員に直接手渡
すか、「ゆうらよカード」を使用（138号蓼席）い
ただければ手数料もかかりません。
◆8月6日8時15分、9日11時2分、15日
正午、南相馬市役所のサイレンが“無事に’’鳴り、

平和を祈念しました。2年前には「サイレン鳴
らすの忘れた！」ということもありましたが。

◆“云うまいと思えと今日の暑さかな”　今夏
の暑さは狂気じみています。本会会員の皆様に
は（事務局を含め）こ高齢の方も多いのですか、
お身体をご自愛の上、涼しくなる
までもう少しがんばりましょう。

r鯵巧参観ね．蕪の会」事精局連絡先　○会長：平田慶肇TELO244－24－1211
0専務局長：山崎健一　〒9751氾14甫相馬市原町区酉町3－53－2　TEL22－8631
0会計：井上由美TEL22－7511・FAX26－08920石田賢二TEL22－4037
0早坂吉彦TEL22－0826　0書場恵子TEL22－0715

＜名歌＞「黒き瞳に明白の平和を担う児になれよと母は高く抱きあぐ」伊藤さら


